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会 長 杯 　 　

  　 月 1 ８ 日 に 我 孫 子 ゴ ル フ 倶 楽 部 に て 、 第 6 3 回 会 長 杯 争 奪 関 東 学 生 ゴ ル フ 選 手 権 が

行 わ れ ま し た 。 一 橋 大 学 か ら は 池 澤 が 出 場 し 、 3 2 位 T ( 8 2 ス ト ロ ー ク ) で し た 。

起 伏 に 富 み 、 要 所 に バ ン カ ー が き い た コ ー ス と 1 1 . 5 f t の 高 速 グ リ ー ン に 苦 戦 を 強 い ら

れ ま し た 。 グ リ ー ン 周 り も 難 し く 、 外 す 位 置 を 間 違 え る と 致 命 傷 に な る タ フ な セ ッ テ

ィ ン グ で し た 。 目 標 と し て い た 7 0 台 に は 届 か ず 悔 し い で す が 、 2 バ ー デ ィ ー を 奪 え た

こ と は 大 き な 自 信 に な り ま し た 。

ま た 学 生 最 後 の 試 合 と い う こ と も あ り 、 最 終 ホ ー ル の グ リ ー ン 上 で は 今 ま で お 世 話 に

な っ た 方 々 や ゴ ル フ 部 で の 思 い 出 が 走 馬 灯 の よ う に 蘇 り 、 万 感 胸 に 迫 る も の が あ り ま

し た 。 一 橋 ゴ ル フ 部 で の 4 年 間 の 全 て に 感 謝 し た い と 思 い ま し た 。

今 ま で 温 か い 応 援 、 ご 支 援 を い た だ い た 緑 風 会 の 皆 様 に は こ の 場 を 借 り て 厚 く 御 礼 申

し 上 げ ま す 。

来 年 以 降 多 く の 後 輩 達 が こ の 舞 台 で 活 躍 し 、 一 橋 ゴ ル フ 部 が よ り 一 層 盛 り 上 が る こ と

を 期 待 し た い と 思 い ま す 。

文 責 　 池 澤 ④
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文部科学大臣杯　

   月21日から22日の2日間、文部科学大臣杯の予選が芳賀カントリークラブにて

行われました。一橋大学からは、4年の曽根と2年の山下が参加しました。両日と

も同じ組み合わせでしたので、一緒にラウンドをした他大のメンバーと仲良くな

ることができました。私は日本体育大学の1年生の方と一緒でした。学年は3つ離

れていましたが、ショット、アプローチ、パターともに大変勉強になりました。

特に5m程度のバーディパットでしっかり決めてくるあたりが、実力差の要因だな

と感じました。同じようなバーディパットのシチュエーションで成功体験を積ん

でいることが自信につながり、それが強気で狂いのないパットにつながっている

のだと感じます。OBの皆様からは食事会で、特にアプローチとパターのアドバイ

スをしていただいておりますので、今後もそうしたアドバイスを実戦に活かせる

ように練習していきます。引退した身ではありますが、定期的に競技に参加し

て、レベルの高い選手から学んでいきたいと思います。

文責　曽根④
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一橋祭

 　月22日から24日の3日間で一橋祭が行われ、ゴルフ部は1年生が主体となって

チュロスを販売しました。1日目、2日目は強気の値段設定で臨んだ結果、思うよ

うに売り上げが伸びなかったのですが、最終日は1年生の努力と先輩方の協力でな

んとか黒字にすることができました。一橋祭を通して、1年生の結束がより強くな

ったと感じます。チュロスを、買いに来てくださったOB・OGの皆様、ありがと

うございました。

文責　山浦①



　緑風会コンペ　
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1 2  ⽉ 6⽇、メイプルポイントゴルフクラブにて令和7年度緑⾵会コンペが開催され

ました。  当日は1 2月らしい厳しい冷え込みとなりましたが、幸い天候には恵ま

れ、澄んだ冬空の下でプレーを開始することができました。  本年度は1 8名の

OB様にご参加頂き、大変盛会となりました。ラウンド後の表彰式・懇親会で

は、卜部様(昭和4 7年卒 )や蒲⽥会⻑、吉川幹事⻑よりご挨拶をいただき、ゴル

フ部への激励のお⾔葉をいただきました。4年⽣は進路報告とこれまでの感謝を

述べ、新体制を率いる山下主将からは今後の意気込みを伝えさせていただきま

した。本年も⼀橋ゴルフ部への暖かいご⽀援を頂き、誠にありがとうございまし

た。ＯＢＯＧの皆様のご支援のおかげで現役部員は年間を通して大きく成長し

ました。皆様のご期待に沿えるよう、2 0 2 6年も様々な活動に精進して参りま

す。今後とも何卒よろしくお願いいたします。　

文責　長谷川②



　月1 5日、ゴルフ5サニーフィールドにて1年5名、2・3年各2名の計9名で部

内月例を行いました。急な冷え込みに震えながらのプレーとなりましたが、次

戦を見据え、各々が課題解決に奮闘する姿には心温まるものがありました。冬

の澄み渡る空の如く、部員一同さらなる成長を目指して参ります。今後ともよ

ろしくお願いいたします。

   文責　佐野①
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部内月例　



　B・OGの皆様、年の瀬の折、日頃より温かいご支援を賜っておりますこと、

心より感謝申し上げます。

本年度も皆様の温かいご支援のおかげで、私たち現役部員は充実した活動を続

けることができました。

冬休みには、春季リーグ戦に向けてしっかりと練習に励むとともに、学業にも

力を入れ、より良い成長を目指します。また、私自身も、主将として部員全員

が成長できる部活作りに励みます。

来年度も大会の結果やOBOG行事などを通じて、緑風会の皆様の期待に応え、

感謝をお伝えできるよう、部員一同頑張って参ります。

今後とも、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

   文責　山下③
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年末のご挨拶  



　寒冷の候、今年もいよいよ押し迫り、ご多忙の日々をお過ごしのことと存じま

す。部員たちも期末試験に追われ、せわしない毎日を送っております。

　2 0 2 5年を振り返りますと、我がゴルフ部にとって誠に感慨深い一年となりま

した。1 5名もの新入部員を迎えて活気に溢れたこと。女子部が悲願のDリーグ昇

格を果たしたこと。部員一人ひとりが自らの目標に向かって真摯に邁進し、実り

多き一年となりました。

　このように充実した活動を継続できましたのも、OB・OGの皆様の温かいご支

援とご厚情の賜物と、部員一同深く感謝いたしております。新たな年を目前に控

え、部員一同さらなる飛躍に向けて決意を新たにし、来年も一層精進していく所

存です。併せまして、広報担当一同、来年度も皆様に楽しみにお待ちいただける

ような、魅力ある会報をお届けできるよう、尽力してまいります。来年度も変わ

らぬご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

末筆ながら、寒さ厳しき折、皆様におかれましてはくれぐれもご自愛ください。

新しい年が、皆様にとって実り多く、幸多きものとなりますよう心よりお祈り申

し上げます。

　　　広報担当：３年角谷海空・関川夏帆子・田中雄也

２年松本明香凜・山田夏歌・山田成彰

１年山浦輝貴・増田葉夏・高野絵里　
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編集後記


